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ま
ず
個
性
に
関
し
て
は
、
・
ハ
ッ
ハ
の
性
格
に
つ
い
て
、
「
人
な
つ
こ
く
愛
敬
た
っ
ぷ
り
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
。
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
を
ま
た
に

１
か
け
て
波
欄
万
丈
の
人
生
を
送
っ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
く
ら
べ
れ
ば
、
バ
ッ
ハ
の
一
生
は
、
は
る
か
に
堅
実
、
常
識
的
で
お
も
し
ろ
味

人
の
伝
記
は
、
読
む
側
か
ら
す
れ
ば
、
考
証
を
さ
り
気
な
く
隠
し
て
、
物
語
の
形
で
描
か
れ
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
興
趣
が
湧
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
「
『
ア
マ
デ
ウ
ス
』
の
上
演
以
来
急
騰
す
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
人
気
を
柔
る
に
つ
け
、
，
ハ
ツ
〈
に
『
ゼ
．
ハ
ス
テ
ィ
ァ
ン
』

は
で
き
な
い
の
か
、
と
い
う
思
い
が
湧
く
。
愉
快
で
人
間
的
な
ぜ
く
ス
テ
ィ
ァ
ン
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
活
躍
さ
せ
、
こ
わ
も
て
の
通
念
を

打
ち
破
れ
ば
、
世
は
傘
ハ
ツ
〈
人
気
に
沸
き
立
つ
の
で
は
な
い
か
」
（
蟻
山
雅
『
Ｊ
・
ｓ
ｏ
バ
ッ
ハ
』
講
談
社
現
代
新
書
、
六
六
ペ
ー
ジ
）
と
期

待
す
る
よ
う
に
。
わ
が
カ
ン
ト
な
ら
、
こ
こ
で
は
さ
し
ず
め
『
イ
マ
ー
ヌ
エ
ル
』
と
な
ろ
う
か
。
し
か
し
「
だ
が
、
そ
れ
は
や
は
り
無

理
」
（
同
）
だ
。
『
ゼ
ハ
ス
テ
ィ
ア
ン
』
が
無
理
な
ら
、
わ
が
『
イ
マ
ー
ヌ
エ
ル
』
は
な
お
無
理
で
あ
ろ
う
。
芸
術
家
（
音
楽
家
）
と
哲

学
者
で
は
一
般
の
需
要
が
違
う
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
の
点
は
さ
て
お
い
て
、
『
ぜ
〈
ス
テ
ィ
ァ
ソ
』
が
無
理
な
理
由
を
、
磯
山
は
第
一

に
資
料
が
少
な
い
こ
と
、
第
二
に
鰯
ハ
ツ
〈
自
身
の
個
性
に
あ
る
、
と
し
て
い
る
が
、
カ
ン
ト
の
場
合
も
こ
の
理
由
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
妥

に
資
料
が
少
な
い
こ
と
、
』

当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

素
顔
の
カ
ン
ト
ニ
）

ｌ
あ
る
小
説
に
描
か
れ
た
哲
学
者
像
Ｉ

竹
内

昭
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２ 
が
な
い
」
（
同
、
六
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
の
は
カ
ン
ト
の
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
・
ハ
ッ
ハ
の
「
生
活
圏
は
中
部
ド
イ
ツ
を
ほ

と
ん
ど
出
ず
、
仕
事
場
は
、
教
会
や
礼
拝
堂
」
（
同
）
と
言
う
な
ら
、
カ
ン
ト
も
ま
た
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
都
、
・
ハ
ル
ト
海
沿
岸
に
位
榧

す
る
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
離
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
物
語
に
彩
り
を
添
え
る
の
は
、
男
女
の
絡
象
と
い
う
の
が
常

道
で
あ
ろ
う
が
、
女
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
一
一
百
え
ぱ
、
。
ハ
ツ
〈
の
場
合
は
性
愛
を
超
え
た
、
存
在
へ
の
高
邇
な
愛
へ
と
高
ま
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
（
同
、
一
一
一
一
’
二
五
ペ
ー
ジ
）
な
ら
、
カ
ン
ト
の
場
合
も
同
じ
く
人
間
の
「
尊
厳
」
と
し
て
の
愛
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
ｐ
前
者
が
家
庭
円
満
で
子
だ
く
さ
ん
、
後
者
は
生
涯
独
身
で
あ
っ
た
、
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
と
も
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
似
た
よ
う
な
女
性
観
を
も
っ
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

物
語
の
も
と
に
な
る
資
料
が
少
な
い
、
と
い
う
点
で
は
カ
ン
ト
も
。
ハ
ッ
ハ
に
引
け
を
取
ら
な
い
。
書
簡
に
つ
い
て
は
、
量
が
多
い
と

い
う
点
で
は
、
カ
ン
ト
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
遜
色
は
な
峰
が
、
・
ハ
ヅ
ハ
に
は
個
人
的
な
書
簡
は
は
る
か
に
少
な
く
、
そ
の
内
面
は
ほ
と

ん
ど
う
か
が
え
な
い
（
同
六
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
点
で
は
カ
ン
ト
も
同
様
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
往
復
醤
簡
の
大
部
分
は
公
生
活
、
研
究

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
人
的
な
生
活
感
情
を
吐
露
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
比
で
は
な
い
。

＊
カ
ン
ト
の
往
復
護
簡
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
全
集
第
一
○
巻
か
ら
一
一
一
巻
ま
で
、
一
一
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
往
復
灘
簡
全
一
一
四
五
通
の
う

ち
、
カ
ン
ト
自
身
の
手
紙
は
四
二
六
通
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
書
い
た
手
紙
は
約
三
○
○
通
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
散
逸
し
た
も
の
が
二
○
○
通

は
あ
る
と
言
う
（
柴
田
治
三
郎
編
訳
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
手
紙
』
（
下
）
、
岩
波
文
庫
、
「
編
訳
者
の
あ
と
が
き
」
に
よ
る
）
。

書
簡
以
外
に
も
、
カ
ン
ト
自
身
の
書
い
た
そ
の
人
間
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
あ
ま
り
な
く
、
カ
ン
ト
そ
の
人
の
響
咳
に
接
し
た
人
が

記
録
し
た
も
の
も
、
断
片
的
な
し
の
は
除
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
三
人
の
弟
子

＊
 

た
ち
、
す
な
わ
ち
ポ
ロ
ゥ
ス
キ
ー
、
ヤ
ッ
ハ
マ
ン
、
ヴ
ァ
ジ
ア
ン
ス
キ
ー
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
著
は
カ
ン
ト
の
残
年
の
一
八

○
四
年
に
一
一
一
巻
本
で
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
一
一
コ
ロ
ー
ヴ
ィ
ウ
ス
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
、
一
九
○
七
年
に
く
し
で
、
次
い
で
一
九
一
二

龍

年
に
ベ
ル
リ
ー
ン
で
一
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

＊
ポ
ロ
ゥ
ス
キ
！
（
厚
『
・
詞
衝
目
』
且
、
同
『
属
目
さ
‐
岳
巴
）
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
牧
師
の
家
に
生
ま
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
学
院
を
経

て
、
一
七
五
五
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
夕
大
学
に
入
学
し
、
神
学
を
学
び
、
カ
ン
ト
の
識
義
を
聴
講
し
身
近
に
接
し
た
。
卒
業
後
は
聖
職
者
、
視

学
官
と
し
て
活
駁
し
た
。
こ
の
伝
記
に
は
カ
ン
卜
侶
ら
が
校
閲
加
筆
し
た
。
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こ
れ
が
カ
ン
ト
伝
の
一
番
古
い
も
の
で
、
そ
し
て
一
次
資
料
と
し
て
は
こ
れ
が
唯
一
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
伝
記
は
ほ
と
ん
ど
が
こ

れ
を
出
典
と
す
る
か
、
そ
の
焼
直
し
で
あ
る
。
し
か
し
一
一
一
つ
の
伝
記
は
三
者
三
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
共
通
す

る
の
は
、
カ
ン
ト
存
命
中
の
執
筆
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
か
ら
い
く
ら
か
は
制
約
が
あ
る
は
ず
で
、
著
者
の
自
由
な
筆
使
い
は
殺
が
れ
た

点
で
あ
ろ
う
。
ポ
ロ
ウ
ス
キ
ー
の
も
の
は
、
カ
ン
ト
の
生
涯
、
著
作
活
動
、
そ
の
声
価
、
生
き
方
、
と
全
般
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
「
カ

ソ
ト
自
身
の
校
閲
加
筆
済
み
」
で
あ
る
。
ヤ
ッ
ハ
マ
ン
の
も
の
は
、
生
活
者
と
し
て
の
カ
ン
ト
像
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ン
ト
自

身
に
伝
記
作
者
と
し
て
望
ま
れ
て
企
画
さ
れ
、
そ
の
要
項
に
つ
い
て
は
お
互
い
に
往
復
書
簡
で
打
ち
合
せ
を
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ジ
ァ
ン

ス
キ
ー
の
も
の
は
、
晩
年
の
カ
ソ
ト
の
家
庭
生
活
が
主
で
、
死
者
へ
の
追
悼
の
辞
と
い
う
性
格
も
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
は
一
級
の
伝
記
資
料
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
そ
の
も
の
に
物
語
的
な
面
白
さ
を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

し
か
し
物
語
と
し
て
の
資
料
は
少
な
い
な
り
に
、
個
性
が
常
識
的
な
な
り
に
、
こ
れ
ら
を
素
材
に
い
く
ら
か
は
物
語
風
に
描
く
）
」
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
別
に
波
澗
万
丈
の
騒
を
し
い
『
ア
マ
デ
ウ
ス
』
で
な
く
と
も
、
そ
の
対
極
の
『
イ
マ
ー
ヌ
エ
ル
』
な
ら
可
能
で
あ

ろ
う
。
同
じ
音
楽
家
と
し
て
、
『
ゼ
ハ
ス
テ
ィ
ア
ン
』
が
『
ア
マ
デ
ウ
ス
』
に
な
れ
た
ら
と
期
待
す
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
う
い

う
『
イ
マ
ー
ヌ
エ
ル
』
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
「
物
語
」
だ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
少
な
い
資
料
に
節
度
あ
る
潤
色
を
し
て
、
時
代

や
世
間
や
人
々
と
の
係
わ
り
あ
い
を
生
き
生
き
と
、
け
れ
ど
も
静
謎
に
い
わ
ば
水
彩
画
の
ご
と
く
描
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
こ
の
哲
学

者
に
ふ
さ
わ
し
い
「
物
議
」
で
あ
ろ
う
．
ｌ
そ
ん
な
カ
ン
ト
が
蜜
場
す
る
小
説
が
あ
る
．
す
な
わ
ち

ヤ
ッ
ハ
マ
ソ
（
］
：
声
日
目
Ｐ
用
の
］
：
。
】
」
国
の
日
冨
旦
弓
ｓ
‐
牌
思
い
）
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
夕
に
生
ま
れ
、
一
七
八
一
一
一
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
夕

大
学
に
入
学
、
八
四
年
に
カ
ン
ト
の
助
手
と
な
り
、
九
年
間
そ
の
識
義
を
聴
い
た
。
毎
日
の
よ
う
に
カ
ソ
ト
に
親
灸
し
、
著
作
原
稲
の
筆
写
の
手

助
け
も
し
た
。
の
ち
小
学
校
、
師
範
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
。
こ
の
伝
記
は
カ
ン
ト
の
希
望
も
あ
っ
て
企
画
さ
れ
た
。

ヴ
ァ
ジ
ア
ン
ス
キ
Ｉ
（
言
尉
冒
息
匡
》
厚
『
の
ｍ
・
再
診
且
『
：
○
庁
骨
８
巳
〉
昌
留
‐
梶
忠
桿
）
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
夕
に
生
ま
れ
、
一
七
七
二
年
に

ケ
ー
ニ
ヒ
弓
へ
ル
ク
大
学
迄
入
学
、
は
じ
め
自
然
科
学
と
医
学
を
学
び
、
の
ち
神
学
を
修
め
た
。
七
四
年
に
カ
ン
ト
の
助
手
に
選
ば
れ
た
。
聖
職

者
と
な
っ
て
一
時
カ
ン
ト
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
が
、
九
○
年
に
再
開
し
て
か
ら
再
び
付
き
合
い
が
は
じ
ま
り
、
カ
ン
ト
の
日
斉
の
話
相
手
に
な
る
と

と
も
に
、
そ
の
身
辺
の
世
話
も
し
た
。
老
衰
す
る
カ
ン
ト
の
介
添
え
と
な
り
、
葬
儀
を
執
り
仕
切
り
遺
言
状
の
執
行
人
と
も
な
っ
た
。

＊
＊
末
尾
文
献
欄
参
照
。
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４ 

こ
の
小
説
の
存
在
を
伝
え
る
の
は
、
フ
リ
ヅ
ッ
・
ガ
ウ
ゼ
『
カ
ン
ト
と
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
・
ヘ
ル
ク
』
（
末
尾
文
献
欄
参
照
）
で
あ
る
。
「
カ
ン

ト
と
そ
の
門
弟
た
ち
」
の
章
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
ポ
ッ
ク
兄
弟
の
二
人
は
カ
ン
ト
の
同
僚
で
あ
り
、
兄
の
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
は
詩
学
の
教
授
、
弟
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ザ
ー
ム
ェ

ル
は
神
学
者
か
つ
多
作
な
作
家
で
、
『
東
西
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
経
済
事
情
の
推
移
』
お
よ
び
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
公
の
最
初
の
伝
記
作

者
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ミ
ニ
ア
・
フ
ォ
ン
・
オ
ル
フ
ァ
ー
ス
Ⅱ
ハ
ト
ッ
キ
の
小
説
『
鳩
小
屋
』
は
娘
の
へ
－
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
し

１
ル
ヘ
ッ
フ
ェ
ル
の
手
で
一
九
六
八
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
作
者
は
こ
の
小
説
で
こ
の
時
代
の
ポ
ッ
ク
一
族
と
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ペ
ル
ク

を
評
価
し
た
。
こ
の
小
説
に
は
カ
ン
ト
も
登
場
す
る
」
（
訳
書
三
一
．
ヘ
ー
ジ
）

こ
の
「
カ
ン
ト
も
登
場
す
る
」
小
説
の
作
者
は
、
原
著
の
カ
ヴ
ァ
ー
裏
解
説
文
や
、
作
者
自
身
お
よ
び
そ
の
娘
に
よ
る
「
は
じ
め
に
」

に
よ
れ
ば
、
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
旧
領
邦
農
場
主
の
末
喬
で
、
一
八
七
六
年
に
生
ま
れ
、
一
九
五
四
年
に
残
し
た
。
こ
の
女
流
作
家
は
、

主
に
方
言
詩
、
物
語
、
素
人
芝
居
の
脚
本
を
書
い
た
。
こ
の
本
は
一
九
四
○
年
か
ら
四
二
年
の
戦
時
中
に
書
か
れ
た
が
、
作
者
の
生
前

は
刊
行
が
叶
わ
ず
、
一
九
六
八
年
に
作
家
の
娘
の
手
で
私
家
版
と
し
て
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
八
六
年
に
新
版
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

同
日
目
色
ご
・
目
○
一
｛
：
‐
国
璽
§
冠
》
厚
い
目
§
§
冒
冨
〉
ご
○
旨
》
高
専
ミ
謹
違
循
函
＆
鳶
討
昏
ミ
ミ
黛
冒
冒
詮
碕
譽
碕
凶
「
団
‐

§
…
ざ
薑
・
…
建
鳶
（
ニ
ル
ミ
ニ
ァ
・
う
す
・
オ
ル
フ
ァ
ー
ス
Ⅱ
パ
ト
ッ
キ
『
鳩
小
屋
ｌ
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
”
ゆ
か

り
の
家
族
の
一
○
○
年
史
一
七
六
二
’
一
八
六
二
年
ｌ
』
．
末
尾
文
識
繍
参
照
）

で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
力
Ｙ
ｒ
は
直
接
の
主
人
公
で
は
な
く
、
そ
の
姿
は
間
接
的
に
、
要
所
要
所
で
見
え
隠
れ
に
描
か
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
小
説
全
体
は
カ
ン
ト
の
精
神
に
貫
か
れ
、
そ
れ
が
こ
の
小
説
の
舞
台
で
あ
る
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ペ
ル
ク
風
景
の
背
景

を
な
し
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
小
説
に
描
か
れ
た
カ
ン
ト
像
を
吟
味
し
て
、
入
念
の
見
た
カ
ン
ト
、
世

に
棲
む
人
間
カ
ン
ト
を
読
承
取
り
、
素
顔
の
カ
ン
ト
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

二
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贈
っ
た
小
説
で
あ
る
。
田

「
国
外
追
放
の
あ
と
で

（
こ
こ
で
吟
味
す
る
の
は
、
後
者
の
新
版
で
あ
る
。
）

こ
こ
で
こ
の
物
語
の
概
要
と
結
構
を
語
ろ
う
。

第
二
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
は
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
河
以
東
の
領
土
を
失
い
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
ソ
連
に
帰
す

る
こ
と
に
な
っ
た
・
こ
の
旧
ド
イ
ツ
領
の
故
郷
を
失
っ
て
ド
イ
ツ
（
旧
東
・
西
ド
イ
ツ
）
に
引
き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
た
ち
は

い
ま
だ
に
望
郷
の
念
を
持
ち
、
彼
方
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
同
じ
境
遇
に
あ
る
作
者
が

増
っ
た
小
説
で
あ
る
。
因
詮
に
、
作
者
は
こ
の
本
の
「
は
じ
め
に
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

地
図
は
一
変
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
数
々
の
農
場
、
村
々
、
町
だ
が
あ
り
ま
す
。
諸
家
族
は
遠
く
に
追
い
立
て
ら
れ
、

あ
る
い
は
全
く
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
最
初
こ
の
本
を
私
の
親
戚
の
者
だ
け
に
親
し
め
る
も
の
に
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

結
局
多
く
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
子
に
彼
ら
の
望
み
を
叶
え
て
や
る
た
め
に
こ
れ
を
公
刊
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

本
は
、
私
た
ち
の
心
の
中
で
い
つ
ま
で
も
消
え
去
る
こ
と
な
く
生
き
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
で
あ
ろ
う
故
郷
に
対
し
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
呼
び
起
こ
す
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

一
九
四
七
年
夏
・
ハ
ー
ト
・
ハ
ル
ッ
プ
ル
ク
に
て

エ
ル
ミ
ニ
ア
・
フ
ォ
ン
・
オ
ル
フ
ァ
ー
ス
Ⅱ
バ
ト
ッ
キ
」
（
の
．
Ｃ

こ
こ
で
は
、
大
河
家
系
小
説
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
失
わ
れ
た
故
郷
の
最
大
の
都
市
で
あ
っ
た
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
中
心
に
、
東

・
プ
ロ
イ
セ
ン
の
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
一
○
○
年
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

小
説
の
主
人
公
は
作
者
の
父
方
の
曽
祖
母
で
、
こ
の
主
人
公
の
父
と
そ
の
兄
（
主
人
公
の
伯
父
）
は
、
と
も
に
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク

大
学
の
教
授
と
学
長
を
務
め
た
。
物
語
は
、
主
人
公
の
伯
父
で
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
学
長
の
葬
儀
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。
こ
う
し

て
こ
の
一
族
の
一
○
○
年
の
推
移
の
物
語
を
縦
糸
に
、
一
八
・
九
世
紀
の
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
、

さ
ら
に
東
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
の
文
化
・
経
済
（
こ
と
に
領
邦
腱
場
経
営
）
・
社
会
事
情
を
横
糸
に
、
長
尺
の
織
物
が
編
ま
れ
る
。
都
市

や
農
漁
村
の
四
季
の
光
景
描
写
を
背
景
に
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
を
中
心
と
し
た
学
者
や
学
生
の
知
識
階
層
か
ら
、
芸
術
家
や
出
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版
者
、
大
商
人
や
手
工
職
匠
や
闘
族
、
領
邦
領
主
、
聖
職
者
や
軍
人
諺
漁
師
や
筏
師
や
郵
便
馬
車
の
御
者
や
馬
商
人
や
猟
師
や
農
業
労

働
者
、
市
場
に
集
ま
る
市
民
や
女
商
人
、
等
の
生
活
が
生
き
生
き
と
』
」
と
細
か
に
描
か
れ
る
。
小
説
で
あ
る
か
ら
に
は
、
た
し
か
に
縦

糸
の
方
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
度
合
い
が
強
く
、
作
者
の
想
像
力
の
た
ま
屯
の
に
は
違
い
な
い
が
、
し
か
し
主
要
な
人
物
は
ほ
と
ん
ど
実

在
で
あ
り
、
横
糸
の
方
は
、
人
物
の
登
場
場
面
は
も
ち
ろ
ん
創
作
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
事
実
そ
の
も
の
は
歴
史
そ
の
ま
ま
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
史
実
が
揮
然
一
体
と
な
っ
た
一
種
の
歴
史
小
説
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

全
体
は
六
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
部
一
七
六
二
’
一
七
六
八
年

第
四
部
一
八
○
七
’
’
八
一
五
年

第
二
部
一
七
七
九
’
一
七
八
五
年

第
五
部
一
八
二
二
’
一
八
四
三
年

第
三
部
一
七
九
五
’
一
八
○
四
年

第
六
部
一
八
四
八
’
一
八
六
二
年

主
人
公
と
彼
女
を
め
ぐ
っ
て
登
場
す
る
小
説
の
筋
を
構
成
す
る
人
物
の
他
に
、
歴
史
上
の
登
場
人
物
は
多
彩
で
あ
る
が
、
と
く
に
ラ

イ
ヒ
ャ
ル
ト
、
Ｅ
・
Ｔ
。
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
、
ハ
ー
マ
ン
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
シ
ェ
ン
ヶ
ン
ド
ル
ズ
ゴ
ッ
ト
シ
ェ
ー
ト
等
、
著
名
な
学
者
・

芸
術
家
が
登
場
す
る
中
で
、
出
色
は
哲
学
者
カ
ン
ト
の
登
場
で
あ
る
。
前
者
を
縦
糸
の
人
物
群
、
後
者
を
横
糸
を
構
成
す
る
人
物
群
と

す
れ
ば
、
前
者
の
中
心
は
当
然
主
人
公
で
あ
る
が
、
後
者
の
代
表
は
カ
ン
ト
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
カ
ン
ト
は
影
絵
の
よ

う
に
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
主
人
公
は
カ
ン
ト
主
義
者
と
言
っ
て
も
よ
く
、
そ
の
理
念
を
体
現
す
る
人
と
し
て
描
か
れ
る
。
縦
糸

と
横
糸
は
、
各
主
人
公
が
い
わ
ば
弟
子
（
も
ち
ろ
ん
直
接
の
で
は
な
い
が
）
と
師
匠
の
関
係
で
榊
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ガ
ゥ
ゼ
は
「
こ
の
小
説
に
は
カ
ン
ト
も
登
場
す
る
」
と
さ
り
げ
な
く
言
う
だ
け
で
あ
る
が
、
「
カ
ン
ト
も
登
場
す
る
」
ど
こ
ろ
か
、

彼
へ
の
一
一
一
一
口
及
場
面
は
か
な
り
多
く
、
原
著
で
四
十
数
ペ
ー
ジ
、
本
文
ペ
ー
ジ
数
が
四
三
九
ペ
ー
ジ
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
一
○
パ
ー
セ
ン

ト
に
お
よ
び
、
し
か
も
全
編
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
で
語
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
の
生
残
年
は
一
七
二
四
’
一
八
○
四
年
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
物
語
の
前
半
部
は
あ
た
か
も
カ
ン
ト
の
成
年
か
ら
残
年
ま
で
の
生
活
暦
に
当
た
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学

で
の
カ
ン
ト
の
同
僚
と
し
て
の
、
主
人
公
の
父
の
記
述
（
第
一
部
）
か
ら
、
カ
ン
ト
の
い
く
つ
か
の
登
場
場
面
を
経
て
、
そ
の
葬
儀
の

場
面
（
第
三
部
）
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ン
ト
像
が
伝
記
に
も
と
づ
い
て
描
か
れ
、
彼
の
死
後
の
第
四
部
以
降
も
最
後
の
第
六
部
ま
で
、
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ま
ず
前
半
部
（
第
一
部
’
第
三
部
）
で
語
ら
れ
る
カ
ン
ト
の
死
去
ま
で
の
素
顔
を
追
っ
て
承
よ
う
。

カ
ン
ト
の
名
は
「
は
じ
め
に
」
（
臼
員
同
ヨ
｛
酢
庁
日
口
碩
）
に
登
場
す
る
（
の
』
．
⑭
）
。
こ
こ
で
作
者
は
主
人
公
ニ
ス
テ
ィ
ー
ナ
（
国
８
【
．

］
。
｝
国
目
角
］
巨
昌
目
・
弓
の
、
‐
扇
巨
）
の
父
、
ポ
ッ
ク
（
国
（
算
珍
句
ュ
の
１
１
Ｃ
安
の
ロ
目
巨
の
一
．
ご
』
の
１
弓
⑪
、
）
が
カ
ン
ト
の
時
代
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス

ベ
ル
ク
大
学
の
教
授
だ
っ
た
こ
と
、
カ
ン
ト
や
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
、
Ｅ
・
Ｔ
。
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
、
ヒ
ッ
ペ
ル
等
の
本
や
、

彼
ら
に
つ
い
て
の
本
が
こ
の
小
説
の
資
料
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
小
説
の
カ
ン
ト
の
影
響
、
あ
る
い
は
主
人
公
の
カ
ン
ト
ヘ
の

傾
倒
を
暗
示
す
る
。

第
一
部
は
主
人
公
の
伯
父
の
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
学
長
ポ
ッ
ク
（
国
（
旨
斥
．
］
・
冨
目
の
８
侭
．
』
Ｓ
ｍ
‐
」
『
Ｂ
）
の
葬
儀
の
場
面
か
ら

始
ま
り
、
親
族
が
一
堂
に
会
し
て
久
し
ぶ
り
の
趨
遁
に
話
が
弾
む
。
こ
こ
で
Ｆ
・
ｓ
・
ポ
ッ
ク
教
授
の
甥
で
、
グ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
農

場
在
住
の
学
問
好
き
の
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
が
伯
父
の
も
と
に
置
い
て
、
も
ら
っ
て
勉
強
を
し
て
学
者
に
な
り
た
い
と
言
う
。

そ
の
業
績
が
折
り
に
ふ
れ
て
語
ら
れ
る
。

１
「
…
…
僕
は
学
者
に
な
り
た
い
ん
で
す
。
ど
う
か
僕
を
こ
こ
に
置
い
て
下
さ
い
！
〔
略
〕
」
〔
略
〕

甥
は
二
人
の
伯
父
を
交
互
に
見
て
言
っ
た
。
「
…
…
伯
父
さ
ん
、
僕
は
伯
父
さ
ん
の
科
学
研
究
の
助
手
を
し
た
い
ん
で
す
よ
！

僕
は
あ
な
た
の
識
義
を
聴
き
た
い
ん
で
す
。
あ
な
た
の
著
護
を
読
ゑ
た
い
ん
で
す
。
あ
な
た
の
詩
学
を
学
び
た
い
ん
で
す
」

カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
熱
烈
に
伯
父
を
仰
ぎ
見
た
。
伯
父
は
徴
笑
ん
で
言
っ
た
。
「
た
っ
た
一
人
の
教
授
の
も
と
で
若
き
学

徒
が
講
義
を
聴
こ
う
っ
て
言
う
の
か
い
？
」

「
そ
れ
は
僕
が
入
学
し
て
か
ら
伯
父
さ
ん
と
先
生
方
が
決
め
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
天
賦
の
才
に
恵
ま
れ

た
師
が
い
ま
す
か
ら
。
カ
ン
ト
講
師
の
講
義
を
聴
く
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

一一一
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こ
の
場
面
、
時
は
一
七
六
一
一
年
、
カ
ン
ト
は
三
八
歳
、
私
識
師
の
身
分
で
、
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』
か
ら
感
銘
を
受
け
た
時
期
で

あ
る
。
こ
の
年
か
ら
へ
ル
ダ
ー
（
国
の
己
の
Ｈ
》
］
ｏ
菌
目
の
。
［
［
廓
の
』
・
】
『
倉
Ｉ
届
ｇ
）
も
カ
ン
ト
の
講
義
を
聴
き
始
め
た
。

Ｆ
・
ｓ
・
ポ
ッ
ク
は
学
長
の
兄
と
ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ヅ
ト
市
場
の
家
を
上
下
階
に
分
け
て
住
ん
で
い
た
が
、
兄
の
死
後
そ
れ
を
売
却
す

る
こ
と
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
館
通
り
に
あ
る
新
し
い
家
を
契
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ポ
ッ
ク
は
妻
の
ア
ン
ナ
と
二
言
三
言
や
り
と
り

し
た
あ
と
、
そ
の
家
の
持
ち
主
で
あ
る
ス
イ
ス
人
の
時
計
屋
ド
ゥ
ロ
１
を
訪
問
し
て
家
の
購
入
契
約
を
交
渉
す
る
場
面
。

教
授
は
目
を
輝
か
せ
て
若
者
を
見
た
。
「
親
愛
な
る
わ
が
友
よ
、
君
は
聖
職
者
の
息
子
だ
。
哲
学
と
神
学
は
し
ば
し
ば
同
じ
道
は

歩
ま
な
い
。
よ
く
考
え
て
お
母
さ
ん
と
相
談
し
な
さ
い
」

「
あ
あ
伯
父
さ
ん
」
と
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
い
き
り
た
っ
て
言
っ
た
。
「
あ
な
た
だ
っ
て
神
学
の
教
授
で
博
物
学
を
教
え

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
そ
の
と
お
り
だ
、
わ
が
聡
明
な
る
甥
よ
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
識
は
、
プ
レ
ー
ゲ
ル
河
の
流
れ
の
よ
う
に
、
ほ
ら
、
そ
の
下
で
別
れ

て
も
再
び
合
流
す
る
も
の
な
ん
だ
。
私
た
ち
の
学
識
が
深
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
親
密
に
私
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
は

互
い
に
接
触
し
合
う
ん
だ
」
（
の
．
旨
）

２
「
そ
れ
が
ざ
、
城
池
の
端
の
ド
ゥ
ロ
ー
の
家
じ
ゃ
鳩
が
出
入
り
し
て
い
る
ん
だ
よ
！
」
と
教
授
は
言
っ
た
。
「
そ
れ
が
本
当
の
鳩

小
屋
ざ
ｌ
イ
ン
ろ
ｒ
ブ
ル
ク
の
君
た
ち
の
家
の
よ
う
な
」

彼
は
妻
に
接
吻
し
た
あ
と
、
踵
を
返
し
た
。
Ｇ
・
旨
）

教
授
が
真
鐡
の
把
手
を
押
し
て
再
び
離
し
た
と
き
、
フ
ソ
ベ
ル
ト
・
ド
ゥ
ロ
ー
の
家
の
ド
ア
・
ツ
ィ
タ
ー
が
カ
タ
カ
タ
鳴
っ
た
。

時
計
の
歯
車
装
置
を
調
べ
て
い
た
ム
ッ
シ
ュ
ー
・
ド
ゥ
ロ
ー
は
目
か
ら
ル
ー
ペ
を
外
し
て
言
っ
た
。
「
お
や
、
ム
ッ
シ
ュ
ー
。
ル
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
セ
ー
ル
！
ケ
ル
・
オ
ネ
ー
ル
〔
な
ん
て
光
栄
な
こ
と
〕
！
今
日
は
う
れ
し
い
こ
と
に
特
上
の
お
客
様
方
だ
。
今
し

方
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト
先
生
が
お
出
で
に
な
っ
て
、
ご
自
分
の
新
調
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
合
う
私
の
店
の
極
上
の
金
釦
を
お
買
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カ
ン
ト
先
生
も
か
な
り
お
酒
落
だ
。
こ
の
年
、
一
七
六
二
年
に
こ
の
家
で
主
人
公
の
ユ
ス
テ
ィ
ー
ナ
が
生
ま
れ
、
以
後
こ
の
一
家
は

長
く
こ
こ
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
家
に
は
城
池
に
面
し
た
、
サ
ン
ス
ー
シ
・
ア
ン
・
ミ
ー
ー
ァ
チ
ュ
ー
ル
〔
ミ
ニ
無
憂
宮
〕
と
ド
ゥ

ロ
ー
が
称
す
る
庭
園
が
あ
り
、
切
妻
部
屋
に
は
鳩
小
屋
が
あ
る
。
こ
こ
に
初
め
て
こ
の
小
説
の
題
名
の
由
来
が
明
か
さ
れ
る
。

あ
る
夏
の
日
、
ザ
ー
ム
エ
ル
教
授
と
学
生
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
市
の
郊
外
散
歩
の
途
次
、
モ
デ
ィ
ッ
テ

ン
村
を
通
り
か
か
り
、
そ
こ
の
ハ
イ
カ
ー
酒
場
の
森
林
小
屋
に
立
ち
寄
る
。
「
ヴ
ォ
ベ
ザ
ー
父
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
小
屋
の

主
人
は
、
客
に
ス
グ
リ
酒
を
勧
め
て
言
う
。

３
「
か
糸
さ
ん
は
来
ま
せ
ん
や
。
敢
え
て
言
い
ま
す
が
ね
、
高
貴
に
過
ぎ
る
お
客
さ
蚕
の
ご
来
駕
の
栄
を
賜
わ
っ
た
ひ
仁
や
、
か
ふ

さ
ん
は
来
ま
せ
ん
で
さ
・
あ
い
つ
は
、
仕
事
が
あ
る
っ
て
言
う
ん
で
す
が
ね
。
け
れ
ど
も
旦
那
方
、
気
を
悪
く
し
な
い
で
下
さ
い
よ
。

こ
な
い
だ
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト
さ
ん
の
ご
来
駕
を
賜
わ
っ
た
時
も
、
や
っ
ぱ
来
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
カ
ン
ト
さ
ん
は
時
た
ま
た

っ
た
一
人
で
荒
野
を
散
歩
す
る
ん
で
す
．
し
か
し
ｌ
敢
え
て
實
い
震
ず
が
ｌ
そ
れ
か
ら
あ
の
人
は
あ
っ
し
の
小
庭
園
で
休
息
し
、

ス
グ
リ
酒
を
召
し
上
が
る
時
に
は
、
あ
の
人
は
と
て
も
変
て
こ
な
考
え
に
耽
る
す
べ
を
心
得
て
い
る
ん
で
す
よ
。
あ
の
人
の
言
っ
て

い
る
こ
と
は
、
自
慢
じ
ゃ
な
い
が
、
あ
っ
し
に
は
解
り
ま
せ
ん
。
つ
い
最
近
あ
の
人
は
こ
こ
で
何
日
も
過
ご
し
、
上
の
あ
っ
し
ど
も

の
小
さ
な
屋
根
裏
部
屋
に
ひ
っ
そ
り
と
住
み
、
机
の
上
に
は
び
っ
し
り
書
き
込
ま
れ
た
紙
が
一
枚
の
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
っ
し
に
は

解
ら
ん
か
つ
た
で
す
が
、
そ
こ
に
は
こ
う
書
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
よ
、
『
美
と
崇
高
の
感
情
に
関
す
る
考
察
』
と
ね
。
あ
の
人
は
こ

れ
で
緑
の
荒
野
森
林
の
こ
と
を
言
っ
と
る
ん
で
す
か
ね
？
あ
の
人
は
こ
れ
で
ス
グ
リ
酒
の
こ
と
を
一
一
一
一
口
つ
と
る
ん
で
す
か
ね
？
と

言
う
の
も
、
あ
の
人
は
も
っ
た
い
な
く
も
あ
っ
し
の
所
で
お
飲
象
に
な
っ
た
上
等
の
ワ
イ
ン
を
し
ば
し
ば
誉
め
て
く
れ
ま
し
た
か
ら

ね
。
ご
覧
な
さ
い
ま
し
、
旦
那
方
、
今
年
も
ど
れ
だ
け
見
事
仁
樹
の
枝
が
繁
っ
て
お
り
ま
す
か
ね
？
」
（
、
念
）

い
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
釦
の
下
に
茶
色
の
布
を
当
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
何
故
っ
て
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
は
コ
ー
ヒ
ー

色
に
な
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
釦
が
生
地
か
ら
際
立
っ
て
見
え
て
と
て
も
ラ
ヴ
ィ
サ
ソ
〔
素
敵
〕
で
し
た
！
」
（
の
・
圏
）

Hosei University Repository



1０ 

ヴ
ニ
ル
ナ
ー
（
。
「
⑪
ロ
】
の
Ｈ
・
］
鳥
◎
ず
句
軋
＆
１
９
》
】
『
圏
ｌ
』
『
巴
）
は
修
辞
学
お
よ
び
歴
史
学
教
授
。
ク
ラ
ゥ
ス
（
【
国
巨
⑪
．
Ｑ
月
厨
二
目

旨
岸
：
》
弓
団
１
局
ｓ
）
は
股
勺
も
才
能
あ
る
カ
ソ
ト
の
門
弟
で
、
大
学
卒
業
後
、
カ
ン
ト
の
食
卓
仲
間
に
な
っ
た
。
彼
が
実
践
哲
学
と
官

房
学
の
教
授
に
な
っ
た
の
は
一
七
八
○
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
（
六
○
年
代
）
と
時
代
が
合
わ
な
い
。
レ
ス
ト
ッ
ク
（
已
両
⑩
８
８
》

］
Ｃ
冨
目
Ｐ
且
三
一
晩
ご
◎
口
》
弓
』
、
‐
目
己
）
は
法
律
学
教
授
。
シ
ェ
フ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
「
レ
ス
ト
ッ
ク
は
カ
ン
ト
に
反
感
を
抱
い
て
い
て
、

…
…
私
が
カ
ン
ト
の
講
義
に
出
る
こ
と
も
許
さ
な
か
っ
た
」
（
豈
冒
誌
伊
＆
§
）
。

少
年
時
代
の
ベ
ル
リ
ー
ン
宮
廷
楽
長
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
（
宛
の
－
，
冨
己
［
．
］
Ｃ
冨
目
句
１
の
９
１
．
戸
』
『
巴
‐
屋
屋
）
と
そ
の
妹
は
、
城
池
の
端

の
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
グ
伯
爵
家
の
夏
の
夜
会
か
ら
抜
け
出
し
て
、
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
た
ち
の
舟
遊
び
に
加
わ
っ
て
夜
会
の
報
告
を

献
⑥
、
訳
脅
一
七
二
ペ
ー
ジ
）
。

学
生
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
Ⅱ

『
考
察
』
の
刊
行
は
一
七
六
四
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
面
は
六
一
一
年
か
三
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
モ
デ
ィ
ヅ
テ
ソ
村
に

は
カ
ソ
ト
の
小
さ
な
夏
別
荘
が
あ
っ
た
が
、
今
も
保
存
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
ハ
イ
カ
ー
酒
場
の
森
林
小
屋
は
そ
の
ス
グ
リ
酒
と
と
も
に

有
名
だ
っ
た
ら
し
い
（
文
献
ｎ
に
よ
る
）
。
な
お
一
」
の
カ
ン
ト
の
夏
別
荘
は
一
九
二
九
年
に
市
に
よ
っ
て
記
念
館
と
し
て
整
備
さ
れ
た
（
文

４
「
僕
は
神
か
ら
授
か
っ
た
才
能
を
無
駄
の
な
い
よ
う
に
使
い
た
い
ん
だ
。
兄
は
吹
き
出
す
ん
だ
け
ど
ね
。
ね
え
、
僕
は
夢
中
に
な

れ
る
こ
と
に
専
念
し
た
い
ん
だ
、
僕
は
天
分
を
決
し
て
実
用
的
に
利
用
し
た
く
た
い
ん
だ
」

「
で
は
あ
な
た
は
農
学
は
勉
強
し
な
い
の
ね
、
あ
な
た
に
は
実
用
的
な
利
益
は
必
要
な
い
ん
だ
か
ら
。
ね
え
、
あ
な
た
は
何
の
た

め
に
勉
強
す
る
の
？
あ
な
た
は
カ
ン
ト
、
ポ
ッ
ク
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
の
講
義
を
聴
い
て
い
る
わ
ね
。
ま
だ
長
く
続
く
の
？
」

「
僕
は
ク
ラ
ウ
ス
の
講
義
を
聴
い
て
い
る
。
と
く
に
力
を
入
れ
て
聴
い
て
い
る
の
は
レ
ス
ト
ッ
ク
と
法
学
者
の
講
義
な
ん
だ
。
も

う
春
だ
。
一
年
な
ん
て
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
る
か
ら
、
そ
の
時
は
弁
護
士
に
な
り
た
い
ん
だ
」
（
の
．
＆
）

ツ
ト
リ
ー
プ
と
彼
の
女
友
達
フ
ラ
ン
ッ
ィ
ス
ヵ
と
の
会
話
。
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11 
す
る
。

け
て
は
、
ハ
ー
ー

け
な
ん
だ
け
ど
」

コ
ー
マ
ン
も
来
た
よ
。
多
分
、
カ
ン
ト
と
議
論
を
続
け
る
た
め
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」

「
伯
爵
夫
人
は
、
多
分
、
二
人
の
意
見
を
一
致
さ
せ
る
術
を
心
得
て
い
る
わ
。
で
も
、
私
た
ち
に
は
ス
ピ
ネ
ッ
ト
の
下
に
坐
っ
た

り
、
哲
学
の
議
論
を
聴
い
た
り
す
る
な
ん
て
、
退
屈
だ
わ
」

「
僕
た
ち
の
ハ
ル
ト
ク
ノ
ッ
ホ
先
生
が
も
う
こ
こ
に
い
な
い
の
は
残
念
だ
な
あ
！
」

「
そ
し
て
へ
ル
ダ
ー
し
よ
、
彼
は
ハ
ル
ト
ク
ノ
ッ
ホ
に
続
い
て
リ
ガ
に
行
っ
た
わ
。
あ
の
人
は
北
国
の
英
雄
叙
事
詩
の
朗
読
に
か

け
て
は
、
ハ
ー
マ
ン
よ
り
も
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
の
が
上
手
ね
。
ハ
ー
マ
ン
の
奇
妙
な
考
え
を
聴
き
た
が
る
の
は
伯
爵
夫
人
だ

こ
の
兄
妹
は
物
語
に
卓
越
し
た
才
能
を
も
っ
て
い
た
。
「
私
た
ち
の
お
父
さ
ん
は
ガ
ラ
ガ
ロ
ッ
セ
と
四
頭
の
斑
馬
と
一
緒
に
、
公

爵
夫
人
を
迎
え
に
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
行
っ
た
の
よ
」

か
し
ら

「
お
父
さ
ん
は
い
つ
も
自
分
が
一
二
種
類
の
頭
〔
マ
イ
ス
タ
ー
〕
の
称
号
を
持
っ
て
い
る
っ
て
、
冗
談
に
自
慢
し
た
ん
だ
・
そ
れ
は

ね
、
厩
舎
頭
、
音
楽
頭
、
酒
蔵
頭
な
ん
だ
！
」

「
私
は
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト
が
、
薔
薇
色
の
素
晴
ら
し
い
上
着
を
着
て
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
艶
の
あ
る
白
い
愛
を
着
け
て
、

こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
る
の
を
見
た
わ
」

５
「
僕
た
ち
若
駒
の
よ
う
に
抜
け
目
が
な
い
や
。
今
日
は
音
楽
が
し
た
く
な
い
ん
だ
。
伯
爵
夫
人
は
初
め
て
夏
の
集
会
広
間
を
開
い

た
ん
だ
。
ス
ピ
ネ
ッ
ト
も
冬
季
用
の
広
間
か
ら
運
び
下
ろ
さ
れ
た
。
今
ね
、
五
月
祭
に
敬
意
を
表
し
て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
が
来
て

い
る
よ
」

「
今
日
は
伯
爵
夫
人
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
お
そ
ら
く
庭
園
を
散
歩
し
た
が
る
だ
ろ
う
ね
」

「
紙
提
灯
が
岸
辺
を
照
ら
す
で
し
ょ
う
ね
！
宮
殿
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
て
い
る
わ
」

「
僕
た
ち
そ
れ
を
水
の
上
か
ら
楽
し
め
る
な
ん
て
、
素
晴
ら
し
い
ね
」
（
の
．
忌
）
〔
略
〕
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1２ 

カ
ン
ト
の
出
席
し
た
社
交
の
場
が
、
影
絵
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
一
筆
描
き
の
水
彩
画
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
》
」
の
伯
爵
夫
人
の
シ

ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
力
ロ
リ
！
不
・
ア
マ
ー
リ
一
一
（
弓
巴
ｌ
弓
巴
）
は
、
賢
明
で
哲
学
の
素
養
も
深
く
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
知
識
界
、
音

楽
界
の
中
心
で
あ
っ
た
。
夫
と
と
も
に
カ
ン
ト
の
よ
き
友
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
は
彼
女
の
こ
と
を
「
女
性
の
誇
り
」
（
『
人
間
学
』
Ｅ
Ｂ
Ｐ

鈩
局
、
・
・
因
』
芦
の
・
９
ｍ
）
と
一
言
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
こ
の
光
景
は
七
○
年
代
の
初
め
の
頃
で
あ
る
）
。
の
ち
に
ラ
ィ
ヒ
ャ
ル
ト
も
カ
ン

卜
の
講
義
を
聴
い
た
。

同
じ
方
ペ
カ
ン
ト
（

彼
ら
は
庭
園
に
面
し
た
広
間
の
明
か
り
の
点
い
た
扉
の
そ
ば
を
忍
び
足
で
通
り
過
ぎ
た
。
そ
こ
で
は
朗
読
す
る
大
き
な
声
が
し
た
。

明
か
り
が
若
い
ヒ
シ
・
ヘ
ル
の
頭
と
彼
の
開
い
た
本
を
照
ら
し
て
い
た
。
ほ
ん
の
数
瞬
間
、
’
一
一
人
の
子
供
の
両
目
が
明
る
い
部
屋
の
中

を
、
そ
し
て
色
鮮
や
か
に
刺
繍
さ
れ
た
中
国
製
の
壁
紙
と
蓋
を
開
け
た
ス
ピ
ネ
ッ
ト
を
眺
め
た
。
厚
ぽ
つ
た
い
弁
髪
の
愛
を
着
け
た

ハ
ー
マ
ン
の
細
長
い
横
顔
が
、
ほ
の
か
に
見
え
る
背
景
か
ら
際
立
っ
て
い
た
。
婦
人
服
の
だ
ぶ
だ
ぶ
の
袖
が
、
戸
棚
の
脇
で
絹
の
光

沢
を
見
せ
て
い
た
。
扇
子
が
あ
ち
こ
ち
に
移
動
し
た
。
八
重
葎
の
匂
い
が
し
た
。

カ
ン
ト
の
姿
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
彼
は
早
め
に
家
路
に
つ
い
た
の
だ
。
今
ハ
ー
マ
ン
が
語
っ
て
い
た
。
彼
の

訴
え
か
け
る
声
は
、
子
供
た
ち
が
そ
こ
か
ら
遠
ざ
か
る
に
従
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
。
（
の
．
ヨ
ー
コ
）

６
通
り
の
側
は
い
つ
ま
で
も
騒
が
し
か
っ
た
。
足
音
、
笑
い
声
、
絶
え
間
の
な
い
わ
め
き
声
。
五
月
の
夜
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク

全
体
が
戸
外
を
歩
く
人
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

家
食
の
窓
は
、
み
ん
な
寝
静
ま
っ
て
い
る
冬
季
と
同
じ
よ
う
に
暗
か
っ
た
。
レ
ー
ベ
ー
ー
ヒ
ト
町
庁
舎
の
屋
階
の
二
つ
の
窓
だ
け
が

明
る
か
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ふ
だ
ん
は
、
上
の
明
か
り
は
一
○
時
に
消
さ
れ
た
。
今
日
は
騒
音
が
賢
者
の
眠
り
を
妨

げ
た
の
だ
。
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト
は
今
日
は
も
う
長
い
こ
と
静
か
に
坐
っ
て
、
原
稿
用
紙
の
上
に
身
を
屈
め
て
い
た
。
（
叩
・
『
巴

カ
ン
ト
の
帰
宅
後
の
場
面
。
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1３ 
こ
の
頃
（
六
・

二
四
ペ
ー
ジ
）
。

７
「
あ
あ
、
お
母
さ
ん
、
礼
拝
の
時
、
僕
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
多
す
ぎ
る
ほ
ど
の
礼
式
や
慣
用
句
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
さ
ま
ざ
ま

な
き
ら
び
や
か
な
も
の
、
目
の
保
護
に
な
る
壮
麗
な
し
の
。
お
母
さ
ん
も
一
度
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト
の
講
義
を
聴
け
れ
ば
い
い
ん

だ
が
な
あ
。
僕
た
ち
学
生
は
彼
の
小
さ
な
部
屋
で
折
畳
み
椅
子
や
窓
台
に
坐
っ
て
、
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
僕
た
ち
は

床
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
彼
の
言
葉
に
陶
酔
し
て
耳
を
傾
け
る
ん
で
す
。
僕
た
ち
に
は
新
し
い
も
の
、
世
界
を
包
括
す
る
も
の
が
あ
る

ん
で
す
よ
、
お
母
さ
ん
」

マ
リ
ー
ア
は
真
剣
に
、
い
く
ら
か
不
安
そ
う
に
ｎ
息
子
を
見
つ
め
て
言
っ
た
。
「
お
前
は
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
の
息
子
だ
っ
て

こ
と
を
、
忘
れ
な
い
で
」
Ｇ
・
忠
）
〔
略
〕

『
略
〕
お
母
さ
ん
が
食
卓
に
向
か
っ
て
感
謝
の
お
祈
り
を
す
る
時
に
は
、
そ
こ
か
ら
温
か
い
、
心
の
底
か
ら
の
信
心
深
さ
が
感
じ

と
れ
る
ん
だ
．
し
か
し
町
の
婦
人
た
ち
砿
そ
う
じ
ゃ
な
い
し
、
残
念
な
が
ら
蓬
主
義
で
得
意
に
な
っ
て
い
る
ｌ
で
も
実
際
嘘
自

分
自
身
で
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど
、
多
く
の
男
の
人
た
ち
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
．
ｌ
あ
あ
、
お
母
さ
ん
、
誰

も
理
解
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
僕
た
ち
の
偉
大
な
カ
ン
ト
は
神
に
関
す
る
こ
と
を
当
た
り
前
な
人
間
存
在
の
中
に
探
究
し

て
い
る
ん
で
す
よ
．
お
母
さ
ん
ｌ
僕
た
ち
学
生
は
彼
の
生
き
生
き
し
た
寳
蘂
腱
魅
了
さ
れ
る
ん
で
す
、
で
も
そ
れ
憾
長
く
続
か
な

い
で
し
ょ
う
、
そ
れ
か
ら
、
〈
し
大
学
や
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
大
学
や
そ
の
他
の
大
学
で
は
、
教
授
た
ち
が
自
分
の
講
義
の
な
か
で
、
僕

ら
の
カ
ン
ト
が
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
書
い
た
著
書
の
一
部
を
講
義
す
る
で
し
ょ
う
」
（
印
・
駅
‐
農
）

信
仰
と
学
問
、
宗
教
と
哲
学
の
関
係
を
、
母
と
息
子
が
代
弁
し
て
語
り
、
本
当
の
信
仰
、
本
当
の
知
識
の
あ
り
方
が
カ
ン
ト
に
よ
る

そ
の
講
義
の
光
景
が
、
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
と
そ
の
母
マ
リ
ー
ア
と
の
会
話
で
描
か
れ
る
。

カ
ン
ト
の
友
人
で
書
籍
商
の
カ
ン
タ
ー
の
住
居
は
、
旧
レ
ー
ベ
ー
ー
ヒ
ト
町
庁
舎
が
ァ
．
〈
－
卜
に
改
築
さ
れ
た
建
物
の
中
に
あ
っ
た
が
、

の
頃
（
六
八
年
）
カ
ン
ト
は
そ
の
家
の
三
階
の
屋
根
裏
を
住
ま
い
に
し
て
い
て
、
そ
こ
で
講
義
・
も
行
な
っ
て
い
た
（
文
献
⑥
、
訳
謹
一
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1４ 
人
間
存
在
の
分
析
に
求
め
ら
れ
る
。

カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
謝
肉
祭
の
日
に
、
女
友
達
の
フ
ラ
ソ
ッ
ィ
ス
カ
と
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
兄
妹
と
一
緒
に
馬
櫨
で
遠
出
を
す
る
。

そ
の
初
め
と
帰
途
の
場
面
。

こ
れ
は
名
高
い
『
実
践
理
性
批
判
』
の
第
二
部
方
法
論
の
結
語
の
一
節
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
繰
り
返
し
熟
考
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
つ
ね
に
新
た
に
そ
し
て
い
や
増
す
感
嘆
と
畏
敬
を
も
っ
て
心
を
充
た
す
も
の
が
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
私
の
上
に
あ

る
星
を
ち
り
ば
め
た
空
と
、
私
の
内
に
あ
る
道
徳
法
則
と
で
あ
る
」
Ｇ
片
且
・
し
房
、
・
・
巴
・
戸
の
・
呂
閨
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ

る
の
は
、
人
間
に
と
っ
て
の
自
然
と
道
徳
の
問
題
で
あ
牢
た
だ
し
、
こ
の
書
の
出
版
は
一
七
八
八
年
で
あ
る
が
、
小
説
？
」
の
場
面

は
六
○
年
代
で
、
事
実
と
は
か
な
り
ず
れ
が
あ
る
。

＊
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
実
践
理
性
批
判
』
吟
味
」
（
三
）
」
（
『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
四
六
号
、
一
九
八
一
一
一
年
）
で
論
じ
た
。

ポ
ッ
ク
教
授
が
肖
像
画
家
ペ
ッ
カ
ー
（
国
円
歸
⑦
『
・
ざ
盲
目
の
・
罠
の
戸
弓
ｇ
‐
』
『
馬
）
の
家
で
肖
像
画
を
画
か
せ
な
が
ら
の
雑
談
。

（
の
。
。
ｍ
）

カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ヅ
ト
リ
ー
プ
は
再
び
星
を
見
た
。
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ソ
ト
は
講
義
の
中
で
い
つ
も
好
ん
で
星
の
世
界
の
秩
序
と
人
間

の
内
面
に
お
け
る
法
則
性
と
を
比
較
し
て
話
し
た
も
の
で
あ
っ
た
．
カ
ー
ル
，
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
ば
さ
ら
に
考
え
た
ｌ
偉
大
な
法
則

と
神
の
命
令
が
存
在
し
た
、
国
法
と
国
王
の
指
令
が
存
在
し
た
、
し
か
し
ま
た
人
間
が
自
分
自
身
に
指
定
す
る
小
さ
な
命
令
と
権
限

も
存
在
し
た
。
い
か
な
る
道
徳
法
則
に
も
違
反
し
な
か
っ
た
法
律
が
存
在
し
た
。
カ
ー
ル
Ⅱ
、
コ
ヅ
ト
リ
ー
プ
は
心
の
中
で
笑
っ
た

’
そ
う
だ
、
小
さ
な
、
素
敵
な
檎
行
法
誓
．
（
：
）

８
〔
ゾ
フ
ィ
ー
・
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
が
笑
い
な
が
ら
言
う
〕
今
日
は
謝
肉
祭
だ
か
ら
思
い
切
っ
て
馬
鹿
な
こ
と
を
し
よ
う
っ
て
、
私
た

ち
、
今
し
方
思
い
つ
い
た
の
よ
・

「
私
た
ち
」
と
ツ
ィ
ス
カ
は
言
っ
た
。
「
学
生
の
扮
装
を
し
て
、
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト
を
表
敬
訪
問
し
た
ら
ど
う
か
し
ら
！
」
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ｴ５ 

カ
ン
タ
ー
は
自
分
の
醤
店
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
男
の
胸
像
一
二
体
と
、
現
存
の
著
名
人
の
肖
像
画
九
点
を
飾
っ
て
い
た
が
、

そ
の
中
に
ペ
ッ
カ
ー
の
画
い
た
六
人
の
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ペ
ル
ク
っ
子
の
肖
像
画
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ポ
ッ
ク
、
ヒ
ッ
ペ
ル
、
シ
ェ
フ
ナ
ー
、

リ
ン
ド
ナ
ー
、
ヴ
ィ
ラ
モ
プ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
カ
ン
ト
の
像
は
一
七
六
八
年
に
画
か
れ
た
（
文
献
⑥
、
訳
書
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
。

こ
の
カ
ン
タ
ー
の
店
の
建
物
の
一
角
に
カ
ン
ト
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
（
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
引
用
６
で
も
同
じ
住
ま
い
の
場
面
が

描
写
さ
れ
て
い
る
）
。

９
頁
略
〕
あ
な
た
の
肖
像
画
は
書
店
の
装
飾
に
な
る
は
ず
で
す
か
ら
ね
。
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
カ
ン
タ
ー
は
も
っ
と
多
く
の
ケ
ー

ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
っ
子
を
、
そ
れ
ば
か
り
か
全
く
学
術
的
な
シ
ベ
リ
ア
を
も
描
か
せ
る
つ
も
り
で
す
よ
」

「
例
え
ば
マ
ギ
ス
タ
ー
だ
ろ
う
」

「
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
は
カ
ン
タ
ー
は
カ
ン
ト
の
比
較
級
だ
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
カ
ン
タ
ー
は
自
分
の
原
級
が

い
な
く
て
困
る
な
ん
て
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
」

「
カ
ン
タ
ー
の
理
想
的
な
書
店
は
、
彼
が
そ
う
呼
ん
だ
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ズ
た
ち
の
神
殿
に
な
る
だ
ろ
う
。
レ
ー
ベ
一
一
ヒ
ト
の
町

庁
舎
の
天
井
の
高
い
部
屋
は
ま
る
で
そ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
よ
う
だ
ね
。
〔
略
〕
」
（
印
・
」
届
‐
屋
）

０
大
火
の
あ
と
改
築
さ
れ
た
レ
ー
ベ
一
一
ヒ
ト
の
町
庁
舎
は
正
面
に
窓
一
○
個
が
つ
い
た
規
模
で
、
そ
の
一
階
の
右
手
に
は
書
籍
商

１
．
・

の
カ
ン
タ
ー
が
店
を
構
吟
ｚ
て
い
た
・
彼
は
そ
の
上
の
い
く
つ
か
の
部
屋
を
住
ま
い
と
し
、
屋
根
裏
の
部
屋
は
マ
ギ
ス
タ
ー
・
カ
ン
ト

に
賃
貸
し
て
い
た
。
要
は
こ
の
学
者
が
哲
学
の
研
究
に
没
頭
す
る
た
め
の
静
か
な
小
部
屋
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し

彼
は
こ
の
店
で
必
要
に
応
じ
て
本
を
選
ぶ
機
会
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
の
』
圏
）

ケ
ー
一
一
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
は
何
度
か
大
火
が
起
こ
っ
て
い
て
、
こ
の
小
説
に
も
そ
の
生
々
し
い
描
写
が
あ
る
が
、
こ
の
火
災
は
一
七
六
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ﾕ６ 
四
年
の
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
れ
と
、
六
九
年
諺
七
五
年
の
火
災
を
体
験
し
た
（
文
献
⑥
、
訳
聾
一
五
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
。
カ
ン
ト
の
「
必

要
に
応
じ
て
本
を
選
ぶ
」
に
関
し
て
補
足
す
る
。
「
カ
ン
ト
は
書
店
主
を
喜
ば
せ
る
よ
う
な
顧
客
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
収
入
の
少
な

い
私
講
師
だ
っ
た
か
ら
蔵
書
の
大
部
分
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
の
ち
に
は
自
分
で
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
書
物
し
か
買
わ

な
か
っ
た
。
彼
は
カ
ン
タ
ー
脅
店
で
、
ま
た
の
ち
に
は
別
の
書
店
で
、
い
わ
ば
本
の
無
料
給
付
を
受
け
た
。
カ
ン
タ
ー
の
全
く
鷹
揚
な

気
質
か
ら
ゑ
て
、
彼
は
本
の
販
売
に
は
そ
れ
ほ
ど
意
を
留
め
ず
、
そ
の
関
心
事
は
む
し
ろ
学
識
あ
る
人
た
ち
と
の
付
き
合
い
で
あ
っ
た
」

（
回
一
一
三
ペ
ー
ジ
）
。

姿
を
見
せ
る
。

『
視
霊
者
の
夢
』

ノ
ヅ
ホ
刊
で
あ
る
。

（
回
一
一
三

続
く
場
面
。

ｕ
「
当
出
版
社
は
何
を
出
し
た
か
ね
？
」
と
ポ
ッ
ク
は
尋
ね
た
。

「
今
年
は
、
六
五
年
は
私
の
最
も
実
り
の
あ
る
年
だ
っ
た
」
と
カ
ン
タ
ー
は
答
え
た
。
「
私
は
一
六
冊
を
ラ
ィ
プ
ッ
ィ
ヒ
薔
籍
見

本
市
に
送
っ
た
ん
だ
。
今
は
下
り
坂
だ
が
、
ま
た
再
び
上
り
坂
に
な
る
だ
ろ
う
」

「
カ
ン
ト
は
君
ん
と
｝
」
で
箸
醤
を
出
版
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
い
？
」

「
私
は
彼
に
訊
ね
て
い
な
い
。
昨
年
、
私
は
彼
の
完
成
原
稿
を
受
け
取
り
、
『
視
霊
者
の
夢
』
は
間
も
な
く
目
覚
め
て
現
実
と
な

以
上
は
第
一
部
の
描
写
で
、
第
二
部
（
一
七
七
九
’
一
七
八
五
）
に
入
る
と
し
ば
ら
く
カ
ソ
ト
は
登
場
せ
ず
、
そ
の
半
ば
か
ら
再
び

主
人
公
ユ
ス
テ
ィ
ー
ナ
と
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
の
母
マ
リ
ー
ァ
と
の
会
話
。

っ
た
」
（
の
。
届
ｅ

は
、
初
版
本
の
扉
に
よ
れ
ば
、
一
七
六
六
年
、
リ
ガ
お
よ
び
ミ
ー
タ
ゥ
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
ル
ト
ク
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1７ 

こ
こ
で
は
、
宗
教
的
な
狂
信
、
思
想
的
な
独
断
論
を
排
除
す
る
、
啓
蒙
思
想
家
、
批
判
哲
学
者
と
し
て
の
カ
ン
ト
像
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
時
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
す
で
に
大
学
を
出
て
法
律
家
と
し
て
地
方
に
赴
任
し
て
い
る
が
、
大
学
で
彼
が
影
響
を
受
け

た
の
は
専
門
と
し
て
の
法
律
学
よ
り
、
カ
ン
ト
の
哲
学
だ
っ
た
こ
と
が
告
白
さ
れ
て
い
る
。

妻
を
亡
く
し
て
傷
心
の
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
が
、
任
地
か
ら
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
ポ
ッ
ク
家
を
訪
ね
て
の
会
話
。

⑬
「
カ
ン
タ
ー
家
の
様
子
は
如
何
で
す
か
？
」
と
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
尋
ね
た
。
「
彼
は
読
書
室
を
相
変
わ
ら
ず
豪
華
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
か
？
ロ
ー
マ
と
ギ
リ
シ
ア
の
詩
人
た
ち
の
立
像
が
そ
の
壁
に
飾
っ
て
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
」

「
私
た
ち
砿
す
ぐ
に
、
飾
っ
て
あ
っ
た
ｌ
と
言
う
だ
ろ
う
ね
」
と
学
長
が
答
え
た
．
「
も
う
長
く
は
な
い
ね
、
そ
し
て
カ
ン
タ

ー
の
読
書
室
は
崩
壊
す
る
ｐ
彼
の
優
し
い
心
は
実
践
理
性
に
は
向
い
て
い
な
い
ん
だ
。
書
店
の
屋
台
骨
は
ガ
タ
ガ
タ
な
ん
だ
。
ベ
チ

で
き
る
ん
だ
っ
て
」

「
そ
う
よ
、
二
ろ
ア
ィ
ー
ナ
ー
フ
リ
ー
ド
，
と
学
院
で
の
宗
教
的
な
行
き
過
ぎ
た
行
為
ヴ
雲
ル
ナ
ー
教
授
夫
人
の
聖
な
る
呪

文
、
マ
ダ
ム
・
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
が
自
分
の
娘
た
ち
を
許
そ
う
と
し
な
い
彼
女
の
偽
信
心
、
ダ
ヴ
ィ
デ
の
詩
編
よ
り
も
世
俗
的
な
も
の

を
、
ハ
ー
プ
に
合
わ
せ
て
歌
い
始
め
る
こ
と
よ
」
（
の
。
Ｈ
巴
‐
圏
）

⑫
「
〔
略
〕
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
心
の
底
か
ら
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
恋
し
が
っ
て
い
る
わ
、
こ
と
に
図
書
館
の
せ
い
ね
。
カ

ン
タ
ー
は
確
か
に
ち
ょ
っ
と
前
に
マ
リ
ー
エ
ン
ヴ
ニ
ル
ダ
ー
の
彼
の
印
刷
所
の
隣
に
小
さ
な
書
店
を
作
っ
た
わ
、
で
も
カ
ー
ル
Ⅱ
、
コ

ッ
ト
リ
ー
プ
は
こ
れ
で
満
足
せ
ず
、
彼
は
大
学
図
書
館
や
城
内
図
書
館
を
恋
し
が
り
、
伯
父
の
指
導
を
懐
か
し
が
っ
て
い
る
わ
」

「
そ
う
ね
、
私
分
か
る
わ
、
私
の
カ
ー
ル
リ
ー
プ
は
、
大
学
が
彼
の
憧
れ
だ
っ
た
昔
の
よ
う
に
、
本
を
必
要
と
し
て
い
る
の
ね
」

「
彼
は
カ
ン
ト
と
フ
ン
ク
が
彼
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
っ
て
断
言
し
て
い
る
わ
。
け
れ
ど
も
彼
は
長
い
間
、
カ
ン

ト
の
哲
学
と
同
じ
よ
う
に
は
、
フ
ン
ク
の
法
律
学
が
な
く
て
困
る
と
い
う
こ
と
ば
な
か
っ
た
そ
う
よ
。
彼
が
言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
カ

ン
ト
は
一
つ
の
泉
で
、
神
秘
主
義
と
独
断
論
が
彼
の
頭
を
混
乱
さ
せ
る
と
き
、
彼
は
つ
ね
に
そ
こ
か
ら
明
噺
さ
を
汲
糸
取
る
こ
と
が

ヴ
ニ
ル
ナ
ー
教
授
夫
人
の
聖
な
る
呪
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鞄
１
コ
は
公
開
の
貸
し
出
し
文
庫
を
作
っ
た
ん
だ
、
感
謝
に
価
す
る
事
業
だ
ね
」

「
マ
リ
ー
エ
ン
ヴ
ニ
ル
ダ
ー
の
カ
ン
タ
ー
の
印
刷
所
は
隆
盛
で
す
よ
、
製
紙
工
場
と
同
様
に
」
（
の
．
】
温
）

「
実
践
理
性
」
は
カ
ン
ト
の
術
語
の
俗
な
用
法
で
、
す
で
に
描
か
れ
た
よ
う
に
カ
ン
タ
ー
の
実
務
的
な
手
腕
の
欠
如
を
い
っ
て
い
る
。

こ
の
時
ポ
ッ
ク
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
夕
大
学
学
長
で
あ
っ
た
。
パ
チ
ュ
コ
（
国
色
目
岸
。
〉
Ｐ
巨
旦
乱
、
『
・
ロ
》
旨
留
‐
届
隠
〕
）
は
盲
目
の
歴
史

作
家
で
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
大
学
教
授
に
●
も
な
っ
た
人
で
、
カ
ン
ト
と
も
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
る
。

と
う
と
う
カ
ン
タ
ー
の
書
店
は
倒
産
し
、
ダ
ン
ッ
ィ
ヒ
に
近
い
村
に
あ
る
ト
ゥ
ル
ー
テ
ナ
ウ
の
製
紙
工
場
が
残
っ
た
。
あ
る
小
春
日

和
の
日
、
主
人
公
の
ユ
ス
テ
ィ
ー
ナ
と
そ
の
父
の
ポ
ッ
ク
、
お
よ
び
彼
ら
の
仲
間
が
カ
ン
タ
ー
の
招
待
で
そ
の
工
場
を
見
学
を
兼
ね
て

ピ
ク
ー
ー
ッ
ク
を
す
る
。
バ
チ
ュ
コ
、
ポ
ッ
ク
教
授
、
カ
ン
タ
ー
の
会
話
。

ｕ
「
私
の
視
力
も
衰
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
ポ
ッ
ク
は
言
っ
た
。
「
で
も
私
が
老
齢
に
な
る
ま
で
そ
れ
が
無
傷
だ
っ
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
神
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
や
、
私
が
ユ
ス
テ
ィ
ー
ナ
に
私
の
著
作
を
口
述
筆
記
さ
せ
る
時
が
来
ま
し
た
ｐ
彼
女

は
私
の
同
僚
が
献
呈
し
て
く
れ
た
本
を
読
む
の
に
熱
心
に
務
め
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
ほ
と
ほ
と
感
心
し
ま
す
よ
。
そ
の
上
彼

女
は
カ
ン
ト
教
授
の
『
批
判
』
を
少
し
で
も
理
解
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
」

バ
チ
ュ
コ
は
再
び
彼
の
方
を
向
い
て
言
っ
た
。
「
教
授
、
カ
ン
ト
が
亡
く
な
っ
た
肖
像
画
家
ペ
ッ
カ
ー
の
家
を
手
に
入
れ
よ
う
と

も
く
ろ
ん
で
い
る
っ
て
言
う
の
は
、
本
当
で
す
か
？
」

「
そ
う
、
そ
れ
は
本
当
で
す
よ
、
彼
は
自
分
で
そ
れ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
か
ら
。
今
は
ヒ
ッ
ペ
ル
が
こ
の
売
買
の
斡
旋
を
し
て

い
ま
す
。
家
と
庭
で
五
千
五
○
○
グ
ル
デ
ン
は
安
い
で
す
な
。
ベ
ッ
カ
ー
は
数
年
前
に
ア
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
親
方
に
千
グ
ル
デ
ン
以

上
支
払
っ
た
が
、
し
か
し
相
続
人
は
売
却
を
急
ぎ
た
い
の
で
す
」

「
カ
ン
ト
教
授
は
鶏
の
鳴
声
を
好
ま
な
い
の
で
す
」
と
カ
ン
タ
ー
は
言
っ
た
。
「
市
庁
舎
の
近
く
で
は
雄
鶏
が
彼
を
怒
ら
せ
た
の

で
、
私
が
こ
の
平
穏
を
乱
す
も
の
の
処
理
の
世
話
を
し
ま
し
た
」
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1９ 

ま
ず
主
人
公
が
カ
ン
ト
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
刊
行
は
一
七
八
一
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で

『
批
判
』
と
は
こ
の
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
画
家
ベ
ヅ
カ
ー
が
一
七
八
二
年
に
死
去
し
た
あ
と
、
カ
ン
ト
が
王
女
通
り
三
番
地
の
彼
の

家
を
ヒ
ッ
ペ
ル
の
仲
介
で
そ
の
未
亡
人
か
ら
買
っ
た
の
は
、
一
七
八
三
年
一
二
月
一
一
一
○
日
で
あ
る
。
し
か
し
諸
種
の
事
情
が
あ
っ
て
、

カ
ン
ト
が
実
際
に
こ
の
家
に
入
っ
た
の
は
一
七
八
七
年
、
六
三
歳
の
時
（
一
説
に
九
○
年
）
ら
し
い
。
以
来
カ
ン
ト
は
死
ぬ
ま
で
ほ
ぼ

一
七
年
間
そ
こ
に
住
糸
、
講
義
を
し
、
そ
し
て
そ
こ
で
死
ん
だ
（
文
献
⑥
、
訳
謹
一
一
一
四
．
ヘ
ー
ジ
、
お
よ
び
文
献
③
）
。

主
人
公
が
カ
ン
ト
信
奉
者
、
カ
ン
ト
主
義
者
で
あ
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
は
っ
き
り
示
さ
れ
る
場
面
に
至
る
。
ポ
ッ
ク
教
授
が
死
去

（
一
七
八
五
年
）
し
て
間
も
な
く
、
そ
の
未
亡
人
と
娘
の
主
人
公
と
の
会
話
。
主
人
公
は
、
父
の
命
令
で
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
三
二
歳
年

上
の
夫
と
は
一
度
も
一
緒
に
住
む
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
実
家
で
生
活
し
て
、
余
所
の
子
供
た
ち
を
集
め
て
そ
の
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し

て
い
る
。 「
自
分
の
家
で
な
ら
や
彼
の
周
り
は
も
っ
と
静
か
だ
ろ
う
ね
」
と
ポ
ッ
ク
は
言
っ
た
。
「
大
き
な
部
屋
は
、
そ
れ
を
私
は
肖
像
画

を
描
い
て
も
ら
っ
た
時
か
ら
覚
え
て
い
る
が
、
素
晴
ら
し
い
講
義
室
に
な
る
だ
ろ
う
ね
。
学
生
た
ち
は
彼
の
講
義
に
熱
中
し
て
い
る
。

彼
ら
は
絶
え
間
な
く
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
に
や
っ
て
来
て
彼
の
周
り
に
群
が
る
ん
だ
。
彼
は
一
個
の
哲
人
に
な
っ
た
。
彼
の
学
説
は

精
神
的
な
革
命
に
通
じ
て
い
る
と
思
う
よ
。
人
類
は
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
か
ら
理
性
と
自
己
認
識
に
導
か
れ
る
ね
」
（
の
．
ｇ
⑫
）

嘔
相
変
わ
ら
ず
生
き
生
き
と
夢
中
に
な
っ
て
話
し
込
ん
で
い
る
自
分
の
娘
を
、
教
授
夫
人
は
驚
い
て
見
つ
め
た
。
「
で
も
、
ユ
ス

テ
ィ
ー
ナ
、
私
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
よ
！
そ
れ
を
子
供
た
ち
に
毎
日
教
え
て
は
い
け
な
い
の
か
し
ら
？
」

「
だ
っ
て
、
お
母
さ
ん
、
で
も
理
性
的
な
方
法
で
な
ら
ね
。
聞
い
て
よ
、
カ
ン
ト
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
！
」

「
お
や
ま
あ
、
あ
な
た
が
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
わ
！
」

「
カ
ー
ル
Ⅱ
ゴ
ヅ
ト
リ
ー
プ
が
あ
の
頃
マ
リ
ー
エ
ン
ヴ
ェ
ル
ダ
ー
で
私
に
言
っ
た
わ
、
ケ
ー
ー
ー
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
市
民
は
彼
ら
の
哲

学
者
を
誇
り
に
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
彼
の
著
作
を
読
む
こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
っ
て
」
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2０ 
「
そ
う
ね
、
い
っ
た
い
誰
に
そ
ん
な
本
を
読
む
暇
が
あ
っ
て
？
女
た
ち
は
他
に
す
る
こ
と
が
あ
る
の
よ
」

「
女
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
魂
の
救
済
の
た
め
に
の
ゑ
生
き
る
よ
り
、
他
に
す
る
こ
と
が
あ
る
っ
て
言
う
の
か
し
ら
、
彼
女
た
ち

は
、
聖
書
か
ら
読
糸
取
っ
た
こ
と
を
、
同
胞
を
救
う
た
め
に
行
動
で
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
お
母
さ
ん
、

私
が
お
父
さ
ん
の
手
助
け
を
し
て
い
た
頃
は
、
私
を
お
そ
ら
く
外
見
よ
り
は
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
教
育
し
た
わ
。
私
は
と
う
の
昔

か
ら
無
知
な
子
供
で
は
な
い
わ
」
〔
略
〕

ユ
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
本
を
手
に
取
っ
て
言
っ
た
。
「
見
て
、
お
母
さ
ん
、
カ
ン
ト
教
授
の
箸
識
か
ら
の
一
節
よ
」
。
彼
女
は
印
の
つ
い

て
い
る
あ
る
箇
所
を
め
く
っ
た
ｌ

「
〈
子
供
は
素
直
で
、
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い
様
子
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
快
活
な
心
情
だ
け
が
善
に
対
す
る
満
足
を

感
じ
さ
せ
る
。
人
間
を
陰
欝
に
す
る
宗
教
は
間
違
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
人
間
は
強
制
さ
れ
て
で
は
な
く
、
楽
し
い
心
情
で
神
に

仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
〉
」

「
一
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
カ
ン
ト
の
言
葉
を
中
断
し
た
。
「
考
え
て
み
て
、
お
母
さ
ん
、
今
し
方
話
し
た
賛
美
歌
集
の
歌
を
！
」
。
そ
し
て

「
〈
快
活
な
心
情
は
つ
ね
に
厳
し
く
就
学
義
務
の
中
で
押
さ
え
つ
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
う
す
る
と
快
活
な
心

情
は
た
ち
ま
ち
消
沈
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
も
し
自
由
に
な
れ
ば
そ
れ
は
再
び
回
復
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
心
情
が
自
由
に

な
れ
る
よ
う
な
遊
び
、
そ
し
て
子
供
が
つ
ね
に
他
人
に
凌
駕
し
よ
う
と
務
め
る
遊
び
が
役
に
立
つ
。
そ
の
時
心
は
再
び
晴
れ
や
か
に

な
る
〉
」

母
の
ア
ン
ナ
は
び
っ
く
り
し
て
耳
を
澄
ま
し
て
い
た
。
「
あ
な
た
は
本
を
全
く
見
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
の
、
す
べ
て
暗
記
し
て
い

さ
ら
に
読
黙
続
け
た
Ｉ

る
の
？
」

「
私
は
カ
ン
ト
の
著
書
か
ら
も
っ
と
暗
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
。
あ
あ
、
お
母
さ
ん
、
何
故
私
た
ち
知
的
好
奇
心
の
あ
る
女
性

に
は
、
若
い
学
生
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
一
緒
に
講
義
を
聴
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
ん
で
し
ょ
う
？
」

教
授
夫
人
は
微
笑
ん
だ
。
「
だ
っ
て
、
ペ
ッ
カ
ー
の
家
の
広
間
は
狭
す
ぎ
て
、
階
段
全
体
に
人
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
っ
ぽ
い
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2１ 

こ
こ
で
は
、
主
人
公
が
カ
ソ
ト
思
想
の
熱
烈
な
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
が
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
カ
ン
ト
の
「
市
民
は
彼
ら
の
哲
学
者

を
誇
り
に
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
読
む
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
」
著
書
を
暗
唱
す
る
ま
で
に
読
承
込
ん
で
い
る
こ
と
に
示
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
主
人
公
が
子
供
を
教
育
す
る
時
に
そ
の
基
本
理
念
に
す
る
の
は
カ
ン
ト
の
教
育
学
で
あ
る
。
一
」
こ
で
主
人
公
が
朗

読
し
て
い
る
の
は
リ
ン
ク
編
『
教
育
学
』
の
一
節
で
あ
る
（
Ｅ
内
因
・
少
巨
碕
・
》
仰
」
・
宗
の
．
←
鶴
）
。
『
教
育
学
』
が
講
義
さ
れ
た
の
は
一
七

七
六
年
か
ら
一
七
八
七
年
の
間
の
計
四
回
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
リ
ン
ク
が
編
集
し
て
出
版
し
た
の
は
カ
ン
ト
の
死
の
前
年
の
一
八
○
三

年
で
あ
る
。
な
お
ま
た
こ
こ
で
主
人
公
が
女
性
解
放
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
カ
ン
ト
の
女
性
観
が
暗
示
さ
れ
る
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
別
に
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
続
）

「
彼
の
何
冊
か
の
著
書
で
は
ね
。
そ
こ
で
あ
の
方
は
女
に
つ
い
て
一
般
的
に
語
っ
て
い
る
わ
。
け
れ
ど
も
彼
は
実
生
活
の
中
で
、

彼
が
称
撰
す
る
多
く
の
才
気
に
富
ん
だ
、
才
能
豊
か
な
夫
人
た
ち
に
出
会
っ
て
い
る
わ
、
例
え
ば
、
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
グ
伯
爵
夫
人
、

そ
し
て
彼
の
肖
像
画
を
描
い
た
ク
ラ
ウ
ン
夫
人
よ
。
〔
略
】

こ
れ
に
は
ア
ン
ナ
夫
人
は
何
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
ユ
ス
テ
＃
－
ナ
」
と
彼
女
は
少
し
間
を
置
い
て
か
ら
言
っ
た
。

「
で
も
、
あ
な
た
は
カ
ン
ト
哲
学
で
子
供
た
ち
を
苦
し
め
て
は
い
け
な
い
わ
！
」
（
の
．
⑬
旨
‐
届
）

な
の
よ
。
そ
の
間
Ｐ

し
て
い
る
の
に
？
」

そ
の
間
に
ど
う
や
っ
て
若
い
女
性
が
席
を
探
す
こ
と
が
で
き
て
、
こ
と
に
私
た
ち
の
哲
学
者
は
女
性
に
全
く
門
戸
を
閉
ざ
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2２ 

⑧
冨
陶
【
■
①
目
目
①
【
①
同
（
ず
函
『
ず
．
）
．
。
且
§
冒
冨
§
③
、
仙
骨
冒
詩
鳥
、
◎
且
物
＆
具
『
§
青
薗
亀
厨
ご
ｓ
『
○
号
、
ミ
ミ
」
こ
菖
賃
ぐ
①
『
」
償
。
①
『
菌
『
二
用
：
‐

庁③ロケ①円、マト①⑩時（（〆［｛『》①、』“ロ」）・】①鈎函。

⑨
尻
目
整
鼻
勺
『
・
昌
旨
・
ゲ
＠
口
昆
房
画
已
の
目
の
』
・
円
言
】
脇
ｐ
ｐ
ｍ
・
冨
洋
⑩
口
（
冒
凋
・
）
・
冨
ミ
》
②
賄
風
ミ
ミ
ミ
胃
の
ｇ
、
鷺
§
，
（
高
坂
正
顕
・
金
子
武
蔵
監
修
、

原
佑
編
集
『
カ
ソ
ト
全
集
』
全
一
八
巻
、
理
想
社
）

、
”
：
①
耳
鈩
冒
目
⑫
．
旧
§
諒
冒
鳥
司
吻
冒
島
民
冒
一
愚
息
月
頃
帛
守
●
・
§
ａ
ｓ
層
＆
ミ
虎
ず
く
①
『
一
億
●
の
『
菌
『
」
幻
：
【
§
ず
⑪
『
、
》
Ｆ
８
『
（
〔
房
黛
風
（
胡
一
目
」
）
．

□
参
考
文
献

⑪
犀
日
君
“
廓
ロ
ロ
凰
農
§
因
島
②
ト
＆
；
§
＆
９
３
茸
：
こ
§
§
鳥
こ
§
爵
．
・
・
ミ
旨
貝
留
冒
》
鴇
慧
§
§
葛
§
§
ご
亀
尊
ミ
・

樟
ｇ
一
・
ｓ
イ
マ
ー
ヌ
ニ
ル
・
カ
ン
ト
の
生
涯
と
性
格
』
下
記
合
本
版
第
一
部
）

②
］
・
…
…
…
…
臣
…
…
葦
…
：
、
：
§
…
罰
ざ
§
借
貰
（
『
イ
マ
ー
ズ
ニ
ル
・
カ
ン
ト
ー
あ
る
友
人
へ
の

手
紙
で
物
語
る
ｌ
』
合
本
版
第
二
部
）

③
冨
厨
旨
凰
面
》
辱
§
冒
鷺
』
辱
冒
ミ
ヨ
馬
爵
圏
詩
瓦
曾
ｍ
８
⑯
貫
菅
吾
蔚
葛
・
】
ｇ
』
．
（
『
晩
年
の
イ
マ
ー
ヌ
ニ
ル
・
カ
ソ
ト
』
合
本
版
第
三
部
）

凹
冨
冒
冒
篇
｛
慰
具
§
肘
＆
§
§
ミ
ミ
＆
□
：
ミ
ヘ
§
媚
§
博
登
頂
§
…
陣
》
さ
こ
い
愈
旨
鳥
目
§
．
『
冨
冒
菌
戴
・
蝉
鈩
凰
旨
圀

５
ｍ
・
ぐ
・
田
・
ロ
日
自
陣
ほ
ョ
鳥
・
冒
館
・
顧
回
・
函
“
］
』
：
・
の
．
．
§
『
，

⑤
冒
曽
曽
量
冒
員
・
馬
冒
田
骨
ミ
葛
ご
；
ミ
』
ｓ
気
ご
Ｓ
】
恩
（
へ
鴉
電
：
§
・
ロ
】
の
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